
 

  

 

 

 

 

 

 

前号では、転職の前にやっておきたい『自己分析』の基礎知識とその方法についてご紹介しました。

いよいよ希望の会社が見つかると、まず応募書類の作成に入ります。その中でも志望動機の欄では、「何

をどう書けばいいの？」と悩んでおられる方が多いのではないでしょうか？ 

そこで今号より、『志望動機』の基礎知識と書き方をパート希望と正社員希望とに分けてご紹介しま

す。 

※パート・・・「パートタイム労働法」で決められた短時間労働者。多くの場合、雇用期限の取決めが 

あります。 

※正社員…雇用期限の取決めがなく、会社が決めた所定労働時間働いている労働者です。 

■志望動機（パート希望） 

会社は、応募者（パート希望）に対して、短い労働時間の中で有効に力を発揮し、協調性をもって長

く会社に貢献してくれる人物を求めています。 

◆採用担当者が、志望動機で確認したいポイント 

①どうしてこの会社で働きたいのかその理由・動機 

②仕事に対する意欲（熱意） 

③これまでの経験・能力 

採用担当者は、上記の 3 点を確認して、応募者が会社の仕事の内容と合っているかどうかを知りたい

と思っています。 

■志望動機の書き方 

◆下記の例文を参考にあなたならではの志望動機を書いてみましょう 

＜志望動機例文＞  

Ⓐ子どもが小学校に行っている時間帯に働き、社会との接点を持ちたいと思っています。 

Ⓑ以前何度か来店し、いつも変わらない接客姿勢に好感を持っていました。Ⓒ勤務日数は週 3～4 と

限定ではありますが、Ⓓパン工場（包装ライン）で働いていた経験を活かして貴社に貢献したいと考え

ています。 

Ⓐ：働ける状況（時間帯）とはっきりとした志望動機を伝えています。 

Ⓑ：この会社ならではの特色を入れ、自分ならではの思いを具体的に伝えています。 

Ⓒ：勤務日数を伝え、曜日は限定せず相談の余地がある配慮が伝わります。 

Ⓓ：これまでの業務を具体的に書き、自分の事を伝えようとする意欲が伝わります。 
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ポイント 

Ⓐ～Ⓓ等の赤文字のポイントを念頭に置き、どこの会社にも通用する表現ではなく、この会社ならでは

の特色を入れましょう。 

アドバイス 

どうしても志望理由が出てこない場合は、あなたが選んだ勤務条件の中に志望動機が隠れていること

があります。（下記を参考にしてみましょう） 

例えば 

 

 

※自分にとって都合よい勤務条件をそのまま書くのではなく、採用担当者の視点に合わせた表現に書き

変えるとあなたの志望動機となり意欲も伝わります。 

＜書き変えの参考例＞ 

条件 選んだ勤務条件  採用担当者の視点に合わせた表現 

勤
務
地 

・家から近い 

・通勤時間が短い 

・子どもの安心感につながる 

・公共交通機関の影響を受けない 

・緊急時の変更に対応できる 

・ストレスなく長く働ける 

勤
務
形
態 

・シフト変更ができる 

・仕事以外の予定を入れやすい 

・シフトの変更に対応でき協力して働ける 

勤
務
時
間 

・勤務時間が短い 

・扶養範囲内の労働を希望 

 

 

・将来的には時間を増やす予定である 

・曜日・時間等については相談の上で決めたい 

・勤務時間が短いぶん集中して働ける 

時
給 

・時給が高い 

 

 

・短時間で成果をあげたいから 

・介護・教育資金等捻出の為等 

経
験
の
有
無 

・未経験 OK 

・応募しやすい 

 

・前職で身に着けた経験・スキルを活かしたい 

・会社の○○部分に魅力を感じる 

・自分の〇〇な性格に合っている等 

■まとめ 

志望動機ではちょっとした書き変えで、あなたならではの思いが伝わるようになります。 

ぜひ、チャレンジしてみてください。 

エールながさきでは『志望動機』の書き方のお手伝いもさせていただいております。 

次回は、『志望動機』の基礎知識と書き方（正社員希望）についてご紹介します。 
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勤務地が近いから 
勤務地が近いのでストレスを受けること

なく長く働くことができる 
書き変える 


